
【大学人による大学人のための知財等の契約実務書】

知的財産実務シリーズ

大学と研究機関、技術移転機関のための
知財契約の実践的実務マニュアル

（すぐに使える豊富な契約文例付き）

　研究者は、常日頃、自分の自由な発想により知的活動を行っ

ていれば、契約などは関係ないと思っておられるのかもしれない。

しかし、日常の研究活動においても、常に契約は存在しているの

である。大学内のことは、規則や規程で定められているが、対外

的なことは契約が必要となることが多い。

　本書は、大学の研究者及び実務担当者等、初めて知財契約を

手掛けなければならなくなった人にも参考にしていただくために、

難しい法律的な解釈ではなく、契約とは何か、或いはどのような

考え方で相手と契約交渉に臨めばいいのか、契約管理はどのよ

うにするか、知財契約にはどのようなものがあるかなどについて、

知財契約に関する実務的事項を網羅したものである。

法律を専門としていない人に贈る！（契約文例収録CD-ROM 付き）

Ａ４判　240頁
定価　3,990円
(本体　3,800円＋税5％）

○本書をお薦めしたい方々
　共同研究･受託研究・技術指導を予定している研究者、大学等を活用して新製品開

発を目指す企業者、産学公連携コーディネータ・アドバイザー、大学・企業の知財担当

者・契約実務者、大学等の特許や契約を支援している弁理士・弁護士、特許流通コン

サルタント、ＴＬＯ関係者、産学公連携を指導する行政担当者、ベンチャー企業者、ビ

ジネスコンサルタント、産学連携活動に融資を予定している金融関係者、技術移転や

産学公連携活動支援をライフワークに考えている方々

雨宮　則夫　佐田　洋－郎　監修
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附　録
　・不正競争防止法の抜粋

　・独占禁止法の抜粋

　・不公正な取引方法(公正取引委員会）　　

　・契約文例４２が収録された｢ＣＤ-ＲＯＭ」　

ＦＡＸ：03-3535-4884

申込書
「大学と研究機関、技術移転機関のための知財契約の

　　　　　　　　　　　　　　実践的実務マニュアル」＿＿＿部注文します。

会社名 部課名

ご住所　〒

ご担当者電 話

ＦＡＸ

財団法人 経済産業調査会
〒104-0061　東京都中央区銀座2-8-9
電話０３－３５３５－４８８２

年　　月　　日

個人情報保護法により、ご記入いただいた情報については弊会の業務遂行のためにのみ使用され、お客様の了解無く第三者に譲渡、漏洩されることはございません。

申込先


